
平
成
二
十
六
年
度

総
合
問
題
（
文
学
科

日
本
語
日
本
文
学
専
攻
）
解
答
例

一

（
一
〇
〇
点
）

問
一

①
す
ぐ
（
れ
た
）

②
ど
う
さ
つ
り
ょ
く

③
き
た
（
え
）

④
こ
う
よ
う

⑤
そ
し
ょ
う

問
二

フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
人
間
の
目
標
を
能
力
と
成
長
に
お
け
る
個
性
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
自
由
と
境
遇
の

多
様
性
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
が
、
ミ
ル
の
周
辺
で
は
個
人
の
自
発
性
を
尊
重
す
べ
き
と
思
う
人
は
ほ
と

ん
ど
お
ら
ず
、
む
し
ろ
邪
魔
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
。
（
一
〇
〇
字
）

問
三

他
の
ひ
と
び
と
の
伝
統
や
慣
習

問
四

過
去
の
人
類
が
、
自
分
た
ち
が
重
ね
て
き
た
経
験
の
う
ち
何
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
解
釈
し
て
き
た
の

か
と
い
う
推
定
（
四
五
字
）

問
五

知
力
や
精
神
力
を
使
わ
ず
、
他
の
人
の
意
見
や
行
動
を
そ
の
ま
ま
ま
ね
る
こ
と
。

問
六

人
類
が
経
験
に
よ
っ
て
得
た
成
果
を
十
分
に
利
用
で
き
、
筋
肉
な
ど
肉
体
的
な
能
力
を
あ
ま
り
使
う
必

要
が
な
い
か
ら
。
（
四
六
字
）

問
七

ア
ヘ
ン
戦
争

黒
船
来
港

南
北
戦
争

大
政
奉
還

な
ど

問
八

ゆ
ゑ
ん
（
ゆ
え
ん
）
の

よ
く

(1)

本
文
で
は
あ
く
ま
で
個
人
の
意
思
や
自
己
管
理
を
問
題
に
し
て
い
る
の
に
、
漢
文
は
「
天
に
事
え
る
」

つ
か

(4)
と
か
、
「
物
を
成
す
」
と
か
、
自
分
以
外
の
天
や
周
囲
の
こ
と
ま
で
意
識
し
て
い
る
。

二

（
一
〇
〇
点
）

問
一

①
擬
人
化

②
傑
出

③
培
（
っ
た
）

④
苦
渋

⑤
享
受

問
二

あ

思
わ
れ
る

い

そ
れ
よ
り
あ
と
の
物
語
は
、
考
え
て
み
れ
ば
大
変
た
や
す
い
に
違
い
な
い
は
ず
の
も
の
だ
。

う

そ
れ
ほ
ど

え

と
ど
ま
ら
な
い
だ
ろ
う

お

所
在
な
さ
（
退
屈
）

問
三

ア

完
了
の
助
動
詞
「
た
り
」
の
連
用
形
と
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
連
体
形

イ

推
量
の
助
動
詞
「
べ
し
」
の
已
然
形

ウ

動
詞
「
名
づ
く
」
の
連
用
形
活
用
語
尾
と
存
続
（
完
了
）
の
助
動
詞
「
た
り
」
の
連
体
形

問
四

枕
詞
「
大
荒
木
の
」
「
荒
磯
海
の
」
の
使
用
。

序
詞
「
海
の
浮
木
の
」
「
沢
の
真
菰
の
」
の
使
用
。

対
句
表
現
「
罪
の
根
」
「
言
の
林
」
の
使
用
。
な
ど
か
ら
二
例



問
五

『
三
宝
絵
』
は
内
親
王
の
た
め
に
作
ら
れ
た
書
物
だ
か
ら
。
（
冷
泉
天
皇
皇
女
尊
子
内
親
王
に
敬
意
を

表
し
て
。
で
も
可
）

問
六

御
心
を
や
る
も
の
（
心
を
や
る
も
の
、
つ
れ
づ
れ
慰
む
も
の
、
で
も
可
）

問
七

カ
タ
カ
ナ
で
書
く
こ
と
で
漢
字
の
意
味
を
は
ず
し
音
声
だ
け
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
と
は
作
品

の
こ
と
と
い
う
現
代
語
の
意
味
を
薄
れ
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
。
（
六
三
字
）

問
八

物
語
は
童
幼
婦
女
子
の
読
み
物
に
過
ぎ
ず
、
漢
詩
文
や
和
歌
な
ど
の
正
統
な
文
学
と
対
等
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
。
（
四
九
字
）


